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１ ． は じ めに 

地球観測衛星Terraに搭載 さ れてい る 5 つのセ ンサ

の中で MODIS は約 2,330km の刈幅でほぼ 2 日に 1

度は同地点を観測で き る セ ンサで あ る 。 MODIS は

3 種類の空間分解能セ ンサ （ 250m,500m,1,000m ） を

搭載 し てい る 。 可視赤波長帯 と 近赤外波長帯の

2channel で地球を観測 し てい る 250m 空間分解能デ

ー タ は 、 山岳地におけ る フ ェ ノ ロ ジーの影響並びに

農業用地におけ る作物の成長期 と 収穫時期 と での地

表面反射の違いに よ る影響に よ り 、 土地被覆分類に

誤差が生 じ る恐れが あ る と 考え ら れ る 。 著者 ら は 、

降雨流出解析におけ る分布型流出モデル 1) に 250 ｍ

空間分解能デー タ を利用 し た土地被覆デー タ を適用

し た結果を報告 し てい る 2) 。 こ こ で 、 分布型流出モ

デルの空間分布特性 と し て土地被覆デー タ を使用す

る場合 、 分類精度の向上は重要で あ る 。 本研究で

は 、 MODIS 250m デー タ を利用 し た土地被覆分類精

度を向上 さ せ る ために 、 同年度に観測 さ れた多時期

の MODIS デー タ を併用 し 、 チ ャ ン ネルを合成す る

方法 3) （ 以下 、 チ ャ ン ネル合成法 と す る ） に よ り 土

地被覆分類精度の向上を検討 し た結果を報告す る 。  

 

２ ． 研究手法 

チ ャ ン ネル合成法は 、 異な る観測時期で取得 さ れ

たチ ャ ンネルデー タ を 、 １ つの スペ ク ト ルチ ャ ンネ

ル と 仮定 し て統合す る事で土地被覆分類精度を向上

さ せ る方法で あ る 3) 。 し か し なが ら 、 こ の手法は各

分類 ク ラ ス の分散の増大の影響に よ り 分類精度を向

上 さ せ る目的に対 し て矛盾 し た特性を持つ こ と にな

る と 指摘 さ れてい る 4) 。 本研究では 、 こ の欠点につ

いて 、 MODIS 250m 空間分解能デー タ は スペ ク ト ル

情報が基本的に少ない こ と に加え ミ ク セル問題が含

ま れ る事を考慮 し 、 スペ ク ト ル情報を増やす こ と で

分類精度の向上が期待出来 る と 考え た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -1. 研究対象地域 

 

使用 し た Terra/MODIS デー タ は 、 東京大学生産研

究所安岡研究室のオンライン処理システム 5) よ り ダ

ウ ン ロー ド し た以下の L1B デー タ で あ る 。 観測季節

が異な る事 、 雲量が少ない事を選定条件に し た 。  

[1]  2001/ 06/ 04 01:49 (UTC) 
[2]  2001/ 07/ 05 01:23 (UTC) 
[3]  2001/ 11/ 23 02:08 (UTC) 

研究対象地域は現地調査に よ り 地目を確認 し てい

る地域を含む 、 国土地理院発行 1:25000 数値地図 、

駿河小山 ・ 山北 ・ 秦野 ・ 御殿場 ・ 関本 ・ 小田原北 ・

裾野 ・ 箱根 ・ 小田原南の地域 と し た （ 図 -1 ） 。  

 土地被覆分類精度の検証 と し て 、  観測シーンの

良好な [1] デー タ を軸に 、 Case1 ; [1] の単時期デー

タ 、 Case2 ; [1]+ [2] 、 Case3 ; [1]+ [3]、Case4 ; [1]+ [2]+ 

[3] のチャンネル合成データを設定した。土地被覆

分類は最尤法に よ る教師つ き分類を採用 し 、 最終的

に広葉樹 (Bro.), 針葉樹 (Con.), 果樹園 (Orc.), 伐採地お

よ び草地 (Gra.), 農業用地 (Agr.), 市街地 (Urb.), 水域

(Wat.) の 7 カテ ゴ リ ーに分類 し た 。 分類精度を比較

す る ため 、 各Case同地点の ト レーニ ン グエ リ アを利

用す る こ と に し 、 ト レーニ ン グエ リ アは現地調査で

地目を確認 し た場所を基本 と す る 。  
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本研究では 、 ト レーニ ン グエ リ アの統計情報か ら

ジ ェ フ ェ リ ー ・ 松下距離 （ 以下JMD と す る ） を利用

し て分離度を算出 し た 。 JMDは 、 基本的に ク ラ ス が

分離す るに従っ て単調増加す る距離指標で あ り 、 0

か ら 1414の値を と る 。 土地被覆分類精度の検証は 、

判別効率表 と 統計学的な精度表現方法で あ る Kappa

係数 6) (1 式 ) か ら評価 し た 。 なお 、 画像解析 ソ フ ト

には LGGM社製 ERDAS IMAGINE 8.6 を使用 し た 。  
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ここで、 r は行列の列数 k は Kappa 係数、 xiiは行 i

列 i の観測値数、 xi+ は行 i の総和、 x+i は列 i の

総和、 Nは総観測値数である。 

 

３ ． 結果 と 考察 

Case1 では 、 判別効率表か ら 各 ク ラ ス に比べて草

地が果樹園 と 誤分類 さ れてい る傾向にあ っ た 。

Kappa 係数は 0.734 、 JMDの平均値は1260 であ り 、

全体的な分類精度は良好 と 言い難い 。  

Case2 では 、 Case1 と 同様草地が果樹園に 、 ま た

広葉樹が針葉樹 と 誤分類 さ れてい る傾向に あ っ た 。

Kappa 係数は 0.778 、 JMDの平均値は1336 であ り 、

全体的な分類精度は Case1 よ り 向上 し てい る 。  

Case3 では 、 Kappa 係数は 0.798 、 JMDの平均値

は1321で あ り 、 各 ク ラ ス と も 誤分類が少なかっ た 。

全体的に分類精度は Case1,2 よ り 改善 し てい るが 、

冬季のみのデー タ は針葉樹を広葉樹に誤分類 し てい

る傾向が あ っ た 。  

Case4 では 、 Kappa 係数は 0.846 、 JMDの平均値

は1367で あ り 本研究では最 も 分類精度が良好で あ っ

た 。 Case4 の判別効率表を表 -1 に示す 。 Case3,4 は

初夏 と 冬季のチ ャ ン ネル合成デー タ であ る こ と か

ら 、 植生の生育時期が異な る スペ ク ト ル情報が全体

的な分類精度の向上に貢献 し てい る と 考え ら れ る 。  

 

４ ． おわ り に 

MODIS 250m 空間分解能データはチャンネル合成

法により土地被覆分類精度が向上する傾向にあるこ

とを確認した。チャンネル合成法は、比較的単純な

方法で且つ時間分解能の高いデータに対して汎用性 

表 -1.Case4 の判別効率表 

 

 

 

 

 

 

 

 

があると言え、 MODIS データから土地被覆分類精

度を向上させる方法の一つとして有効であると考え

られる。しかしながら、最尤法による教師つき分類

はユーザの恣意的判断による影響を強く受けること

に注意が必要である。今後は、前処理として地形効

果補正を施したデータを利用した場合や、スペクト

ル情報の多い 500m 空間分解能データを併用した場

合についても検討する予定である。 
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 (unit:pixel)
Data Agr. Bro. Con. Gra. Orc. Urb. Wat. Row Total

Agr. 76 0 0 0 4 2 0 82

Bro. 0 104 5 0 0 0 0 109

Con. 0 54 179 0 0 0 4 237

Gra. 3 1 0 45 36 0 0 85

Orc. 5 0 0 9 140 2 0 156

Urb. 2 0 0 0 1 155 0 158

Wat. 0 0 0 0 0 0 155 155

Col.Total 86 159 184 54 181 159 159 982
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